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2023 県議選候補予定者との面談内容【ご本人確認済み】 

面談日時 2023.3.21 

 候補予定者名（ 楡井辰雄さん    ） 

 

つな脱担当者名（ 植木史将      ） 

 

・3つの検証報告書について 

楡：ざっと読んでいる。結論まで行っていない。総括まで行っていないので何とも言えない。再稼働は

今はダメ、自民党としては。議長としてはイエスノー保留。福島もチェルノブイリにも行っている。 

植：上がってきている報告書を見ると、かなり厳しいことが書かれている。 

楡：専門家が言った結論だから厳しくて当たり前。否定もしないし、肯定もしない。  

 

・停止中と稼働中の事故進展の比較について（2017.10.4 東電提出データを提示） 

楡：（この資料）見ていない。停止していれば事故は起きずらい。福島は、地震ではなく津波で壊れた。

専門家でないので、どうやったら冷却できなくなるかわからない。 

植：「停止していても稼働していても危険性が変わらないのであれば、経済のために動かしたほうがいい」

という再稼働賛成派の方が多い。そうではなくて、停止中と稼働中では危険性がまるで違う、という

ことを多くの方に知ってもらいたい。 

楡：言っている意味は分かる。 

植：県技術委員会の報告書では、福島は、地震で壊れた可能性は否定できないと結論付けている。 

楡：地震による津波で壊れた。 

 

・3 月 6 日の県議会での最大会派からの慎重意見について（「今の東電が再稼働することは受け

入れがたい」など） 

楡：その通り。議長と言う立場では中立なので何も言えない。ただし重い話。幹事長が言うことなので。 

植：桜井さんの発言は、桜井さん個人の見解ではなく自民党としての見解、と他から聞いたが。 

楡：自民党としての見解。議長だからそれ以上は言えない。 

植：個人としては？ 

楡：公式見解ではないが、今の状況では動かすことはできない。 

植：今の状況とは？ 

楡：３つの検証の総括委員会が終わっていない。 

植：個人としての主張ができないのであれば、選挙で運動しずらいのでは？ 

楡：しずらくない。他の問題は言えるが、原発は国の問題なので軽々しく言えない。 

 

・避難計画について（3つの検証についてと重なる部分あり） 

楡：20 年以上前から避難路を作れと言ってきている。英語やハングルなどの表記もして。８割は西風で

放射性物質は風下の方へ行くと思っている。８割の柏崎市民がこちらに来れるように。道路をたくさ

ん作るしかない。安定ヨウ素剤は人口の３倍必要。住宅と職場は別なのがほとんどだから。町長時代

から言っている。屋内退避せずみんな逃げるし、どこかに集まってからなどできない。計画ではなく

道路を作らなければいけない。 

植：現状では事故が起きたら避難できないということですよね。 
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楡：全員が安全に避難しずらい。 

 

・再エネ促進について 

楡：環境に負荷を掛けない。小水力発電協議会を作る。ゆくゆくは原発をなくしていくというのは決し

て反対ではない。やればいい。経済が成り立つなら。太陽光パネルはまだ再生できない。問題がある。

柿崎にメガソーラー３つある。25年前から再エネをやってきた。太陽光、バイオマス、風力など。 

植：再エネ促進されてきたのは脱原発のため？ 

楡：環境のため。 

植：ＣＯ２は削減すべき？ 

楡：削減はあたりまえ。原発反対はわかるが、何をしてきたか。代わりのエネルギーはどうするの？ 

植：311 直後からしっかりと再エネ促進していれば今頃火力発電の燃料費の高騰で騒ぐことなかった。 

楡：今さら言ってもしょうがない。 

植：雪国でもソーラーシェアリング（太陽光発電と農業）が成り立つことを勉強会で知った。 

楡：副業程度ならできるけど、本業としては無理。私も昔は考えてみたが企業ベースとしては採算が取

れない。 

 

・柏崎再稼働について 

楡：安全なら動かせばいい。７号機など。ゆくゆくはやめるべき。 

植：何をもって安全？ 

楡：規制委員会、３つの検証委員会、知事の結論。 

植：柿崎区民は原発に近いけどこわがっていない？ 

楡：淡々としている。原発の近くにもどんどん店ができている。 

 

（その他） 

楡：パンフにある「交流」とは交流人口を増やすこと。食物は体を壊す。環境が悪いと。環境は壊した

ら直らない。地球に負荷を掛けてはいけない。電気料金が上がっている。みな苦しんでいる。ウクラ

イナに４日間行ってきた。危険なものはやめた方がいい。環境の事やってきた。除草剤を減らすこと、

あぜ道に除草剤を撒かないこと等。 

植：言われるように環境はとても大事。私たちは「命と暮らしとふるさとを守る」ために活動している。

原発に反対したいわけではない。放射能は最悪の環境破壊。福島も 30 年以上たったチェルノブイリで

も、未だに入ることのできない土地がある。それこそ戻せない。 

楡：教育が大事。今、考えられないような行動をする人が増えている。「お互い様」の教育。タブレット

ではできない。メタンハイドレートを地域エネルギーに。 

植：地域でお金を出して採掘？ 

楡：行政と企業で採掘すればいいと思っている。 


